
 
 

 
 
 

                               

                               

 

手
続
き
・
制
度 

 

行
政
相
談
会
の
事
前
申
込 

相
談
日
＝
４
月
10
日
（
木
） 

 
 
 

 

午
後
１
時
30
分 

 
 
 

 
 
 

～
３
時
30
分 

会
場
＝
与
板
体
育
館
１
階 

第
１
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
室 

申
込
＝
相
談
日
の
２
週
間
前
ま
で 

【
申
・
問
】
地
域
振
興
・
市
民
生
活
課

福
祉
窓
口
担
当  

72
・
３
１
９
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暮
ら
し 

 

小
型
充
電
式
電
池
（
内
蔵
製
品
含
む
）

の
出
し
方
に
つ
い
て 

 

小
型
充
電
式
電
池
（
内
蔵
す
る
製

品
を
含
む
）
は
、
ご
み
処
理
施
設
や

収
集
車
の
火
災
の
原
因
と
な
る
た
め
、

必
ず
次
の
ど
ち
ら
か
の
方
法
で
出
し

て
く
だ
さ
い
。 

◆
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
す 

 

「
ス
プ
レ
ー
缶
類
、
発
火
物
、 

有
害
物
」
の
収
集
日
（
毎
月
第
２
、

第
４
火
曜
日
）
に
出
す 

ま
た
は
、 

◆
与
板
支
所
に
持
ち
込
ん
で
出
す 

〇
持
ち
込
み
場
所 

 

与
板
支
所 

正
面
玄
関
ホ
ー
ル

に
設
置
し
て
あ
る
回
収
箱
に
入
れ

る 〇
持
ち
込
み
で
き
る
日
時 

 

支
所
が
開
庁
し
て
い
る
平
日
の

時
間 い

ず
れ
の
方
法
も
充
電
式
電
池

を
取
り
外
せ
る
も
の
は
、
電
池
の
み

の
状
態
で
、取
り
外
せ
な
い
も
の
は

本
体
ご
と
、透
明
か
半
透
明
の
袋
に

入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

【
問
】
地
域
振
興
・
市
民
生
活
課 

環
境
担
当 

 

72
・
３
１
６
０ 

（１月 31日 子育ての駅 節分豆まき会） 

絶対に「燃やさないごみ」に出さないでください。 



与板支所だより 令和７年３月号 ２ 

 

暮
ら
し 

 

新
潟
県
交
通
災
害
共
済
に
加
入
し
ま
し

ょ
う 交

通
災
害
共
済
と
は
、
思
い
が
け
な

い
交
通
事
故
に
備
え
て
、
県
内
全
市
町

村
で
行
う
助
け
合
い
の
制
度
で
す
。 

年
会
費
＝
一
人
５
０
０
円 

申
込
方
法
＝
各
世
帯
に
配
布
さ
れ
た
加 

入
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
会

費
を
添
え
て
、
町
内
会
長
に
ご
提
出
く

だ
さ
い
。 

 

な
お
、
県
内
金
融
機
関
（
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
を
除
く
）
で
直
接
申
し
込
む
こ
と

も
で
き
ま
す
。（
年
度
途
中
の
加
入
も
可

能
で
す
。） 

★
加
入
中
の
み
な
さ
ま 

 

見
舞
金
の
請
求
期
間
は
、
事
故
か
ら

一
年
で
す
。
請
求
漏
れ
が
な
い
よ
う
ご

注
意
く
だ
さ
い
。 

       

 

市
政 

 

与
板
幼
稚
園
を
閉
園
し
ま
す 

 

よ
い
た
支
所
だ
よ
り
第
178
号
（
令
和

５
年
11
月
15
日
発
行
）
で
お
知
ら
せ

し
た
与
板
幼
稚
園
の
今
後
の
方
針
に
つ

い
て
は
、
令
和
７
年
度
の
入
園
調
整
の

結
果
を
踏
ま
え
、
予
定
ど
お
り
令
和
７

年
度
末
（
令
和
８
年
３
月
31
日
）
を
も

っ
て
閉
園
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。 

 

こ
れ
ま
で
、
保
護
者
及
び
地
域
の
皆

様
か
ら
多
大
な
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

与
板
幼
稚
園
は
最
後
の
一
年
と
な
り
ま

す
が
、
子
ど
も
た
ち
と
元
気
に
過
ご
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【
問
】
保
育
課
保
育
政
策
係 

 
39
・
２
２
１
９ 

令和７年 町内会長をお知らせします 
町内名 氏  名 町内名 氏  名 町内名 氏  名 町内名 氏  名 

槙 原 森   一 安 永 遠藤 昭市 北新町 山田 繁雄 下与板 佐藤 伸一 

山 沢 風間 陽一 江西２丁目 八子 浩樹 下横丁 中村 伸一 本与板 吉川 一範 

倉 谷 星  栄一 江西３丁目 本間  彰 五軒町 計良  貴 馬 越 石丸 直哉 

城 山 大橋 憲宰  船 戸 発地 利康 稲荷町 櫻井 隆樹 岩 方 上原 弘昭 

柳之町 腰野 勝次 中 町 長谷川 弘平 原 石丸 正衛 中 田 山田 正信 

堤 下 大橋 幸一 堂前中島町 篠田 勝行 馬場丁 倉品 明彦 南 中 倉品  諭 

横 町 山田 保夫 水道町 小原 哲治 泉 丁 花澤 長一 吉 津 小林 浩司 

蔵小路 岩本  均 南新町  澤 正伸 長 丁 山田 博章 広 野 小林 昭彦 

上 町 小林 孝一 中川岸 大平  肇 下 丁 髙橋 栄資 蔦 都 辰口  浩 

※年途中での交代は随時お知らせします。 （敬称略 ３月 17日現在）  

                   



３ 与板支所だより 令和７年３月号 

 

暮
ら
し 

 

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
を
お
忘

れ
な
く
！ 

日
時
＝
４
月
15
日
（
火
） 

午
後
２
時
45
分
～
３
時
30
分 

会
場
＝
よ
い
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

 

駐
車
場
東
側 

※
市
内
の
ど
こ
の
会
場
で
も
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
他
の
会
場
は
、
市

政
だ
よ
り
４
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

料
金
・
持
ち
物
＝ 

○
登
録
済
み
の
犬
 
３
，
２
５
０
円 

郵
送
さ
れ
た
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票 

交
付
申
請
書 

○
新
規
登
録
の
犬
 
６
，
２
５
０
円 

申
請
書
は
会
場
受
付
で
記
入
し
て
い 

た
だ
き
ま
す
。 

 

 

       

★
犬
を
散
歩
さ
せ
る
と
き
は 

犬
に
と
っ
て
毎
日
の
運
動
は
大
切
で

す
。
運
動
不
足
で
病
気
に
な
り
や
す
く

な
っ
た
り
、
欲
求
不
満
で
吠
え
た
り
、

攻
撃
的
に
な
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。 

犬
を
散
歩
さ
せ
る
と
き
に
は
、
次
の

こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。 

①
適
当
な
長
さ
の
丈
夫
な
リ
ー
ド
で
、 

 

犬
を
制
御
で
き
る
人
が
散
歩
さ
せ
て 

 

く
だ
さ
い
。（
ノ
ー
リ
ー
ド
で
の
散
歩 

 

は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。） 

②
交
通
の
は
げ
し
い
場
所
、
人
通
り
の 

多
い
所
、
子
ど
も
の
遊
び
場
、
通
勤
、 

通
学
の
時
間
を
避
け
て
散
歩
さ
せ
て 

く
だ
さ
い
。 

③
自
転
車
で
の
散
歩
や
、
リ
ー
ド
を
伸 

ば
し
て
の
散
歩
は
や
め
ま
し
ょ
う
。 

★
飼
い
主
の
マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ

う
！ 

「
公
園
や
道
路
、
他
人
の
敷
地
な
ど

に
オ
シ
ッ
コ
や
フ
ン
を
さ
せ
た
ま
ま
放

置
し
て
い
る
」
と
い
っ
た
苦
情
が
、
時

折
寄
せ
ら
れ
ま
す
。 

フ
ン
な
ど
の
後
始
末
は
、
飼
い
主
の

義
務
で
す
。
み
ん
な
が
気
持
ち
よ
く
暮

ら
す
た
め
に
、
飼
い
主
の
マ
ナ
ー
や
ル

ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
。 

 

粗
大
ご
み
の
申
込
み
は
お
早
め
に 

 

春
は
粗
大
ご
み
の
収
集
が
多
く
な
り

ま
す
。
お
早
め
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。 

申
込
方
法
＝ 

○
電
話 

月
曜
日
～
金
曜
日
午
前
８
時
30
分 

～
午
後
５
時
（
祝
日
・
振
替
休
日
及 

び
年
末
年
始
は
除
く
。） 

専
用
電
話
番
号 

25
・
０
０
５
３ 

○
Ｆ
Ａ
Ｘ
及
び
長
岡
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
電
子
サ
ー
ビ
ス
か
ら 

年
中
24
時
間
受
信
し
、
受
付
後
に
メ

ー
ル
か
電
話
で
返
信
し
ま
す
。 

専
用
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号 

25
・
０
０
６
４ 

※
休
み
明
け
は
電
話
が
混
雑
し
て
つ
な

が
り
に
く
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
し
ば

ら
く
し
て
か
ら
お
か
け
直
し
く
だ
さ
い
。 

         

     

環
境
美
化
推
進
員
を
ご
存
じ
で
す
か
？ 

市
で
は
、
条
例
に
基
づ
い
て
各
町
内

か
ら
推
薦
さ
れ
た
方
々
を
「
環
境
美
化

推
進
員
」
に
定
め
て
い
ま
す
。
そ
の
主

な
活
動
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

・
町
内
の
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動 

・
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
状
況
把
握
と

分
別
の
支
援 

・
資
源
回
収
活
動
や
町
内
の
ク
リ
ー
ン

作
戦
な
ど
の
支
援 

美
化
推
進
員
は
、
ご
み
と
資
源
物
の

分
け
方
・
出
し
方
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し

た
り
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
町
内
に

ご
み
の
散
乱
や
犬
・
猫
の
ふ
ん
の
放
置

な
ど
が
な
い
か
見
回
っ
た
り
し
ま
す
。 

地
域
の
環
境
保
持
と
美
化
推
進
の
た

め
、
町
内
の
皆
さ
ん
か
ら
も
美
化
推
進

員
の
活
動
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

【
問
】
地
域
振
興
・
市
民
生
活
課 

環
境
担
当 

 

72
・
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与板地域の人口（令和７年２月１日現在） 

※（ ）前月比 

世帯数 人口 男 女 

2,300 世帯
（+3） 

5,733 人 
（-3） 

2,809 人 
（-4） 

2,924 人 
（+1） 

※外国人世帯・人口を含む 

 

暮
ら
し 

 

山
林
の
立
木
等
の
適
正
管
理
に
つ
い

て 

 

例
年
、
山
沿
い
の
市
道
や
農
道
・

林
道
で
は
、
冬
期
間
の
風
雪
に
よ
っ

て
倒
れ
た
木
や
折
れ
た
枝
が
障
害
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

山
林
を
所
有
す
る
方
は
、
通
行
車

両
の
支
障
と
な
ら
な
い
よ
う
、
所
有

山
林
の
立
木
の
状
況
を
確
認
い
た
だ

き
、
必
要
で
あ
れ
ば
伐
採
等
の
適
正

な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

農
家
の
皆
様
へ 

 

道
路
を
き
れ
い
に
利
用
し
ま
し
ょ
う 

春
の
農
作
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

ト
ラ
ク
タ
ー
を
運
転
す
る
際
は
道

路
上
に
土
の
塊
を
落
と
さ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
落
と
し
た
場
合
は
、

取
り
除
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

【
問
】 

北
部
地
域
事
務
所 
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自動車文庫「米百俵号」巡回日程 
 
４月８日（火）  
９：30～９：50 岩越集落開発センター 
10：10～11：10 与板幼稚園 

 11：25～11：45  ふれあい交流センター 
13：10～13：30 城山集会所 

 

４月 10 日（木） ５月８日（木） 

12：45～13：15 与板小学校 

 
４月 25 日（金）  

９：30～９：50 槙原農村センター 

10：00～10：25  旧与板公民館黒川分館 

 

期間：４月１日（火）～７日（月） 

☆火災を起こさないための３つの対策 

①家のまわりは、整理整頓し、 

段ボールなどの燃えやすいものは置かない。 

②ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。 

③たばこの吸い殻は、確実に消す。 

☆火災による被害を最小限にするための４つの対策 

①逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。 

②寝具やカーテンは、防炎品を使用する。 

③火災を小さいうちに消すために、消火器等を設置する。 

④お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制をつくる。 

 

 

 

 

 

 

 

問 与板消防署予防担当  72-2572 

春先は空気が乾燥し 

火災が発生しやすい

季節です！ 


